
春 日 部 市 自 治 会 連 合 会∏

�

自治会・町会・地区・区では、地震・風水害などの災害に備えての自主防災活動や青少年の健全育成、
防犯活動、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動などを行っています。�
自治会・町会・地区・区に加入して交流を深め、地域の輪を作りましょう。�

�

第 13  号

�
１０月１２日�
１０月１２日�
１０月１２日�

１１月１３・１４日�
２１年２月１４日�

�
�

● 定例総会…………………………………�
● 自治会活動の手引き発行……………………………�
● 春のクリーンデー……………………………………�
● 正副会長会議……………………………�
● 理事会……………………………………�
● 各地区体育祭の実施�
　 粕壁地区体育祭………………………………………�
　 内牧地区体育祭………………………………………�
　 武里地区体育祭………………………………………�
　 武里団地地区体育祭…………………………………�
　 豊春地区体育祭………………………………………�

★日赤社資・社協会員の増強への協力　　　　　　　　★ごみの5分別収集への協力�
★赤い羽根、歳末たすけあい等募金運動への協力　　　★自主防災・防犯活動への協力�
★「春日部市レジ袋大幅削減のためのマイバッグ持参運動の推進に関する協定」を市と締結し、
　容器包装ごみの削減に協力�
★各種審議会等への委員選出　　　　　　★各種行政機関との連絡調整　等�

【協力事業】�
�

【その他】�

平成20年度活動報告�

平成２０年５月１５日�
５月１５日�
６月１日�

４月１６日他　７回�
４月１６日他　６回�

�
１０月１２日�
１０月１２日�
１０月１２日�
１０月１２日�
１０月５日�

�
�

　�
　 幸松地区体育祭………………………�
　 豊野地区体育祭………………………�
　 庄和地区体育祭………………………�
● 役員視察研修会…………………�
● 研修会……………………………�
�

   �
　　　　　　�

�
● 地域貢献賞表彰…………………�
● 自治会加入促進対策特別事業の実施�

　ジャーナリスト　　崎 田 裕 子 氏�
�

�

２１年２月１４日�
�

講　演�

【演  題】 「くらし・地域から実現する�
　　　　　　　　 　　　持続可能な未来 」�
�【講  師】�

e主な内容e

■自治会・町会・地区・区の特色および活動状況の紹介、役員視察研修会報告
■武里地区の紹介、地域貢献賞表彰報告

粕壁三丁目高層建物から眺望した古利根川
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私
た
ち
が
住
む
こ
の
町
は
、
三
十

数
年
前
に
一
面
の
田
ん
ぼ
を
埋
め
立

て
区
画
整
理
し
、
住
宅
地
に
造
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。
以
来
、
住
宅
建
設

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
三
百
数
十
世
帯

の
住
む
町
会
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
の
で
、

生
活
の
利
便
性
や
緊
急
時
の
助
け
合

い
の
た
め
に
、
住
民
同
士
が
お
互
い

に
知
り
合
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

自
治
会
の
結
成
か
ら
始
ま
り
、
盆
踊

り
大
会
・
餅
つ
き
大
会
・
新
年
会
・

防
犯
防
火
の
た
め
の
夜
回
り
な
ど
の

行
事
を
徐
々
に
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
内
牧
地
域
に
と
け
込
む

た
め
に
、
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
な

が
ら
積
極
的
に
隣
接
の
古
く
か
ら
の

地
域
と
も
交
流
し
、
地
域
全
体
の
体

育
行
事
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。
今

で
は
落
ち
着
い
た
穏
や
か
な
地
域
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
課

題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
短
期

間
に
同
年
代
の
人
々
が
住
み
着
い
た

関
係
で
、
年
齢
構
成
に
偏
り
が
生
じ
、

地
域
の
運
営
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

上
で
障
害
が
起
こ
り
か
ね
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
、
現
執
行
部
の
多

く
の
人
が
こ
の
問
題
を
共
有
し
、
比

較
的
若
手
の
人
々
を
町
会
の
活
動
家

に
仲
間
入
り
し
て
い
た
だ
く
よ
う
常

日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
成
果
も
徐
々
に
出
始
め
た

と
思
い
ま
す
。

こ
の
町
は
こ
こ
に
住
む
人
々
全
員

の
も
の
で
す
か
ら
、
お
互
い
が
本
音

を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
も
、
譲
り
合

い
な
が
ら
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
の
本
田
下
自
治
会
は
、
藤

塚
地
区
の
一
番
南
に
位
置
し
、
銚
子

口
地
区
に
接
し
て
い
ま
す
。
地
区
の

中
心
に
は
東
国
寺
、
東
に
藤
塚
小
学

校
、
南
に
か
す
か
べ
霊
園
、
西
に
は

古
利
根
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

藤
塚
橋
の
近
く
に
も
飛
び
地
が
あ
り

ま
す
。

当
地
区
は
市
街
化
調
整
区
域
と
市

街
化
区
域
に
分
か
れ
て
い
て
、
田
園

風
景
と
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
ま

す
。
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
は
農
家
な

ど
20
軒
足
ら
ず
の
集
落
で
し
た
が
、

昭
和
40
年
代
に
入
り
経
済
の
成
長
と

と
も
に
宅
地
開
発
が
進
み
、
年
々
戸

数
が
増
え
、
昨
年
は
１
８
７
戸
に
な

り
ま
し
た
。

自
治
会
組
織
は
会
長
、
副
会
長
、

会
計
、
監
事
、
班
長
さ
ん
な
ど
で
運

営
さ
れ
て
い
て
、
毎
月
２
日
に
班
長

会
議
を
開
き
、
広
報
の
配
布
や
行
事

の
連
絡
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

年
間
の
活
動
は
新
年
会
、
古
利
根

川
の
清
掃
、
総
会
、
春
の
ク
リ
ー
ン

デ
ー
、
体
育
祭
参
加
、
ふ
れ
あ
い
会

食
会
、
防
災
訓
練
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
カ
ラ
オ
ケ
会
」
が
あ
り
ま
し
て
、

毎
月
第
２
土
曜
日
に
地
区
集
会
所
で

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
子
ど
も
会
」
も
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら
春
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
、
そ
し
て
イ
モ
煮
会
、
秋
に

は
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
な
ど
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
行
政
と
の
連
携
を
密

に
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
、
特
に
子
ど
も
と
お
年

寄
り
を
大
切
に
、
安
全
で
安
心
な
住

み
や
す
い
地
区
を
目
指
し
て
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
の
谷
原
中
央
自
治
会
は
、

春
日
部
駅
西
口
、
ふ
じ
通
り
の
両
側

に
あ
り
ま
し
て
世
帯
数
は
約
３
５
０

程
で
あ
り
ま
す
。
昔
は
田
ん
ぼ
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
公
証
役
場
や
ふ
じ

広
場
な
ど
が
あ
り
ま
し
て
、
今
で
は

大
変
に
ぎ
や
か
で
す
。

私
ど
も
の
会
で
は
テ
ー
マ
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
『
ゴ
・
ボ
ウ
・

ボ
ウ
』
作
戦
と
い
い
ま
す
。
意
味
は
、

ご
み
・
防
犯
・
そ
し
て
防
災
と
い
う

会　長

板倉　肇

栄
町
二
丁
目
町
会

会　長

小川利雄

本
田
下
自
治
会

会　長

加藤和美

谷
原
中
央
自
治
会

e 順不同 e�

餅 つ き 大 会

本 田 下 集 会 所
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こ
と
で
す
。

行
事
と
し
て
は
、
春
の
桜
ま
つ
り
、

夏
休
み
の
夕
涼
み
会
、
暮
れ
に
は
餅

つ
き
大
会
、
町
内
の
街
路
の
清
掃
、

公
園
２
カ
所
の
大
掃
除
、
そ
の
他
大

宮
の
鉄
道
博
物
館
へ
の
見
学
会
や
、

毎
月
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
も
楽
し

く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
歴
史
が
あ
る
よ

う
に
、
私
ど
も
の
会
は
、
前
会
長
の

板
橋
さ
ん
よ
り
の
伝
統
が
あ
り
、
そ

の
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
「
ふ
る
さ
と
」

を
継
承
し
、
残
し
て
い
く
べ
く
、
祖

先
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
新
旧
の
知

人
、
友
人
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う

人
に
も
広
く
心
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

駄
文
を
書
き
つ
ら
ね
、
大
変
失
礼

致
し
ま
し
た
。

大
砂
町
会
に
は
、
歴
史
あ
る
樹
木

と
い
く
つ
も
の
御
社
を
有
す
る
東
八

幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。
古
利
根
川
に

面
し
た
地
域
で
す
の
で
、
春
に
は
桜

の
ト
ン
ネ
ル
で
覆
わ
れ
る
町
内
で
す
。

２
３
０
世
帯
を
９
つ
の
地
域
に
分

け
て
、
各
組
か
ら
組
長
、
副
組
長
、

文
化
の
役
員
を
選
出
し
ま
す
。
そ
の

他
、
会
長
・
副
会
長
・
庶
務
・
会

計
・
常
任
相
談
役
の
執
行
部
を
加
え

た
36
名
が
役
員
と
し
て
町
内
運
営
に

携
わ
り
ま
す
。

文
化
部
は
、
秋
に
開
催
さ
れ
る

「
地
区
体
育
祭
」
と
夏
休
み
期
間
の

「
巡
回
補
導
」
を
育
成
会
と
協
力
し

て
担
当
し
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
保

護
者
で
構
成
さ
れ
る
育
成
会
は
、
夏

休
み
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
と
１
月
の

「
餅
つ
き
大
会
」
を
企
画
実
施
し
ま

す
。婦

人
会
は
、
月
に
２
回
、
神
社
の

清
掃
奉
仕
活
動
を
長
年
継
続
さ
れ
、

彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
よ
り

「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
高
砂
ク
ラ
ブ
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
中
心
に
、
熟
年
世
代
の
親
睦
を

は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

７
月
の
「
夏
祭
り
」
は
、
町
内
全

体
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
寄
付

金
の
集
金
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。
各

自
が
自
主
的
に
奉
納
金
を
神
酒
所
に

持
参
し
て
き
ま
す
。
珍
し
い
町
内
で

し
ょ
う
。

事
前
の
準
備
、
２
日
間
の
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

、
終
了
後
の
片
付
け
ま
で
、
全
て

祭
友
会
が
取
り
仕
切
り
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
、
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
、「
資
源
回
収
」
で
す
。

毎
月
第
３
日
曜
日
の
朝
、
町
内
３
カ

所
で
実
施
し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
推
進

員
、
組
長
、
副
組
長
を
中
心
に
、

「
ア
ル
ミ
缶
」
「
新
聞
紙
」
「
雑
誌
」

「
そ
の
他
」
を
回
収
し
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
語
り
合
い

な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る

所
存
で
す
。

私
た
ち
の
自
治
会
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
南
側
に
古
利
根
川
、

東
側
に
東
中
学
校
、
西
側
に
幸
松
小

学
校
、
北
側
に
県
立
春
日
部
東
高
等

学
校
が
あ
り
、
通
学
に
便
利
な
位
置

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
樋
堀
大
師
堂

と
当
地
の
守
り
神
で
も
あ
る
樋
堀
白

山
神
社
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
多
く
の

初
詣
の
参
拝
者
が
ま
い
り
ま
す
。
樋

堀
大
師
は
西
新
井
大
師
、
川
崎
大
師

と
と
も
に
関
東
三
大
師
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
祭
礼
に
は

大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
と
当
地
長

老
よ
り
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
現

在
で
も
祭
礼
は
毎
年
４
月
20
日
、
21

日
に
自
治
会
の
も
と
、
盛
大
に
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
の
行
事
と
し
ま
し
て
は
夏

の
ふ
れ
あ
い
会
（
暑
気
払
い
）、
秋

の
研
修
旅
行
、
冬
の
ふ
れ
あ
い
会

（
新
年
会
）
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
訓
練
、
幸
松
小
学
校
下
校
見
回
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
春
・
秋
の
ク
リ
ー

ン
デ
ー
な
ど
に
多
く
の
参
加
者
で
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

当
自
治
会
は
３
３
０
戸
の
世
帯
数

が
あ
り
、
15
の
組
割
り
を
し
て
各
組

長
の
も
と
`
み
ん
な
で
育
て
よ
う
地

域
の
輪
、
犯
罪
を
防
ぐ
人
の
和
、
地

域
の
和
a
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
安
全

安
心
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
当
自
治
会
の
組

織
は
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
書
記
、

監
事
、
相
談
役
、
各
組
長
、
班
長
、

各
専
門
担
当
委
員
、
総
勢
41
人
の
役

員
が
お
り
、
子
ど
も
育
成
会
、
樋
友

会
、
婦
人
会
の
ご
協
力
を
得
て
運
営

し
て
お
り
ま
す
。

一
ノ
割
駅
よ
り
南
西
へ
４
０
０
メ

ー
ト
ル
の
所
に
接
し
、
昭
和
30
年
代

後
半
よ
り
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
り
、

会　長

山　哲男

大
砂
町
会

暮れの餅つき大会

会　長

川 口 　 清

樋
堀
地
区
自
治
会

研　修　旅　行

会　長

大 熊 　 宏

一
ノ
割
本
田
第
三
自
治
会

毎月第3日曜日の資源回収



周
辺
に
あ
る
武
里
市
民
セ
ン
タ
ー
、

武
里
小
学
校
、
一
ノ
割
公
園
、
子
育

て
呑
龍
で
名
高
い
円
福
寺
を
結
ん
だ

中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

当
自
治
会
は
一
ノ
割
町
会
に
帰
属

し
、
他
の
本
田
第
一
自
治
会
・
本
田

第
二
自
治
会
・
根
耕
地
自
治
会
・
新

田
大
沼
自
治
会
と
共
同
で
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
48
年
に
地
域
住
民
が
自
主
的

に
明
る
い
、
住
み
良
い
、
楽
し
い
街

へ
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
し
、
み
ん

な
の
街
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
５
地

区
に
分
け
て
き
め
こ
ま
か
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
分
裂
す
る
こ
と

な
く
自
治
会
活
動
が
で
き
る
よ
う
発

足
し
ま
し
た
。
現
在
も
そ
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
組
織
は
班
―
組
―
自
治
会
―
町

会
と
し
、
事
業
部
は
婦
人
部
・
老
人

会
・
子
ど
も
会
な
ど
を
設
立
、
規
約

を
持
っ
て
独
自
の
活
動
を
行
い
、
町

会
活
動
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
武
里
地
区
体
育
祭
へ

の
参
加
、
夏
祭
り
は
毎
年
７
月
最
終

土
曜
日
・
日
曜
日
の
２
日
間
婦
人
部

を
始
め
関
係
団
体
と
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
そ
し
て
、
昨
年
度
か
ら
地

域
内
学
区
の
武
里
中
・
大
沼
中
へ

「
奉
仕
・
体
験
学
習
」
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
、
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
、

呑
龍
通
り
の
商
店
街
と
共
催
で
行
っ

て
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
消
防
署
の
指

導
に
よ
る
訓
練
は
も
と
よ
り
、
新
潟

県
小
千
谷
市
へ
視
察
研
修
を
行
い
、

昭
和
56
年
に
設
立
さ
れ
た
自
主
防
災

組
織
を
見
直
し
、
班
員
家
族
名
簿
を

作
成
し
て
、
班
長
が
保
管
、
緊
急
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
乳
幼
児
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
一
ノ
割
公
園
を
は
じ
め
、
根
耕

地
ち
び
っ
子
広
場
、
上
根
公
園
、
大

沼
第
５
公
園
、
大
沼
第
６
公
園
の
５

カ
所
の
草
取
り
清
掃
な
ど
、
ア
ダ
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
ノ
割
公
園
を
き
れ

い
に
す
る
会
（
代
表
大
熊
文
男
）
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
（
代
表

井
上
照
治
）
の
方
々
と
と
も
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
武
里
小
・
上
沖
小
下
校

時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
民
生
児
童
委
員
、

防
犯
推
進
委
員
、
交
通
安
全
協
会
一

ノ
割
支
部
、
保
護
司
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

町
会
員
な
ど
70
名
の
会
員
が
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
一
ノ
割
町
会
２
千
６
０
０
世
帯

う
ち
本
田
第
三
自
治
会
３
７
０
世
帯

桜
台
一
区
は
南
桜
井
駅
北
口
、
駅

前
広
場
に
隣
接
す
る
極
め
て
立
地
条

件
に
恵
ま
れ
た
所
で
、
商
店
街
と
住

宅
地
が
混
在
し
た
地
域
で
す
。
昭
和

32
年
に
大
衾
蓮
花
院
（
寺
）
の
近
く

に
あ
っ
た
旧
南
桜
井
駅
が
現
在
地
に

移
転
し
ま
し
た
。
当
時
、
新
駅
の
周

辺
は
雑
木
林
と
軍
需
工
場
の
跡
地
が

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
新
駅
が
完
成

し
て
、
年
を
追
っ
て
造
成
宅
地
化
さ

れ
、
昭
和
35
年
〜
40
年
ご
ろ
よ
り
商

店
と
民
家
が
次
々
と
建
築
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
角
に
桜
台
一
区
が
誕
生

し
ま
し
た
。
現
在
は
店
舗
、
民
家
、

ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
な
ど
で
１
５
０

か
ら
１
６
０
世
帯
を
推
移
し
て
い
ま

す
。
組
織
構
成
は
区
長
・
副
区
長
２

名
、
相
談
役
、
会
計
２
名
、
監
査
２

名
、
区
を
７
組
に
分
け
て
、
各
組
か

ら
組
長
と
環
境
衛
生
員
が
選
出
さ
れ

運
営
し
て
い
ま
す
。
年
間
行
事
は
４

月
に
総
会
、
春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ

ー
、
集
会
所
清
掃
と
垣
根
せ
ん
定
、

マ
ン
ホ
ー
ル
と
側
溝
清
掃
、
自
主
防

災
団
主
催
の
防
災
訓
練
、
防
犯
委
員

に
よ
る
児
童
生
徒
の
下
校
時
刻
に
通

学
路
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
親
睦
活
動
と
し
て

新
年
会
、
暑
気
払
い
な
ど
で
親
睦
の

和
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
当
区
で
も
、

少
子
高
齢
化
の
比
率
は
年
々
高
く
な

り
、
区
の
行
事
や
運
営
に
工
夫
を
凝

ら
す
時
期
が
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
南
桜
井
駅
北
口
は
整
備
事

業
に
か
か
る
副
都
心
と
位
置
付
け
ら

れ
、
道
路
整
備
や
商
業
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
駅
前
北
線
の
整
備
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
が

完
成
し
た
暁
に
は
、
ど
の
よ
う
な
充

実
し
た
景
観
に
な
る
か
早
く
見
極
め

た
い
で
す
。
時
代
の
流
れ
は
複
雑
化

し
、
安
全
と
安
心
は
協
力
と
努
力
で

守
る
世
相
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
野
町
は
、
昭
和
58
年
10
月
区
画

整
理
で
誕
生
し
ま
し
た
。
豊
野
町
自

治
会
は
昭
和
63
年
３
月
に
発
足
し
ま

し
た
が
、
当
時
集
会
所
は
な
く
、
会

合
は
公
民
館
で
開
催
、
自
治
会
活
動

に
不
便
で
、
会
員
は
結
束
し
て
集
会

所
建
設
基
金
を
積
み
立
て
、
市
の
土

地
を
借
用
、
市
と
県
か
ら
の
補
助
金

を
受
け
、
平
成
17
年
３
月
、
自
前
の

集
会
所
を
新
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
集
会
所
を
自
治
会
名
で
保
存

登
記
す
る
た
め
に
、
全
自
治
会
員
の

賛
同
を
得
て
地
縁
団
体
に
な
る
事
を

申
請
し
、
平
成
17
年
６
月
に
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
地
縁
団
体
に
な
る
に
あ

た
っ
て
自
治
会
規
約
を
整
備
し
、
自
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治
会
組
織
を
再
構
築
し
ま
し
た
。

世
帯
数
が
４
５
０
弱
の
豊
野
町
自

治
会
は
、
会
長
１
名
、
副
会
長
２
名
、

さ
ら
に
会
計
と
監
査
が
各
１
名
で
、

町
内
を
東
西
南
北
の
４
組
に
分
割
し
、

各
組
に
組
長
１
名
と
ブ
ロ
ッ
ク
長
を

数
名
、
そ
し
て
10
世
帯
前
後
を
１
班

と
し
た
班
長
が
40
名
弱
で
構
成
、
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
３
名
の
監

事
、
８
名
の
評
議
委
員
、
10
名
の
会

館
運
営
委
員
が
自
治
会
の
後
方
支
援

を
務
め
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
会
は

平
成
７
年
に
設
立
、
自
主
防
犯
会
は

平
成
17
年
設
立
、
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
を
は
じ
め
、
学
童
見
守
り
隊
、

全
世
帯
参
加
の
冬
季
夜
警
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

豊
野
町
自
治
会
の
会
是
と
し
て

『
和
を
以
て
貴
ぶ
と
為
す
』
を
掲
げ
、

７
月
の
納
涼
祭
、
10
月
の
体
育
祭
、

町
内
一
斉
清
掃
、
さ
ら
に
12
月
の
ふ

れ
あ
い
広
場
や
毎
年
２
回
の
防
災
訓

練
を
行
っ
て
自
治
会
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
、
融
和
と
団
結
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。

我
が
「
ふ
る
さ
と
」
下
大
増
自
治

会
は
、
市
を
東
西
に
走
る
国
道
16
号

の
内
側
・
国
道
４
号
の
西
側
で
、
市

の
中
で
も
最
も
岩
槻
寄
り
に
位
置
し

て
お
り
ま
す
。
か
す
か
べ
湯
元
温

泉
・
総
合
体
育
館
ウ
イ
ン
グ
ハ
ッ

ト
・
み
く
に
病
院
な
ど
付
近
に
は
大

き
な
施
設
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

下
大
増
全
域
が
市
街
化
調
整
区
域
と

い
う
環
境
の
た
め
、
居
住
用
住
宅
が

少
な
く
、
全
世
帯
数
35
戸
と
豊
春
地

区
自
治
会
連
合
会
の
中
で
も
最
も
小

さ
い
自
治
会
で
す
。

こ
ん
な
小
さ
な
自
治
会
で
す
が
、

我
が
下
大
増
自
治
会
に
は
他
に
誇
れ

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一

つ
紹
介
し
ま
す
と
、
自
治
会
の
行
事

は
す
べ
て
全
世
帯
全
員
参
加
が
基
本

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
総
会
や
新
年

会
な
ど
の
会
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

春
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
・
防
災
訓

練
・
運
動
会
な
ど
の
出
席
率
お
よ
び

参
加
率
は
常
に
80
％
を
下
回
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
団

体
「
農
家
組
合
」「
神
社
氏
子
」
を
兼

ね
て
い
る
方
が
多
く
、
そ
の
団
体
と

の
連
携
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
さ
に
全
員
参
加
の
自
治
会
な

の
で
す
。

次
に
、
現
在
、
自
治
会
全
員
が
取

り
組
ん
で
い
る
大
き
な
課
題
を
紹
介

し
ま
す
。
我
々
の
大
先
輩
た
ち
は
、

我
々
に
「
集
会
所
（
自
治
会
館
）」
と

い
う
素
晴
ら
し
い
財
産
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
現
在
、
利
用
し
て
い
る

「
集
会
所
（
自
治
会
館
）」
は
、
昭
和

35
年
９
月
に
、
当
時
春
日
部
駅
前
に

あ
っ
た
銀
行
が
取
り
壊
さ
れ
る
際
そ

の
建
物
を
譲
り
受
け
、
下
大
増
自
治

会
の
「
集
会
所
（
自
治
会
館
）」
と
し

て
移
築
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
小
さ
な
下
大
増
自
治
会
が
50
年

以
上
も
存
続
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

「
集
会
所
（
自
治
会
館
）」
が
あ
る
お
陰

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
は
、
未
来
へ
続
く
子
ど
も
た

ち
に
何
を
残
せ
る
だ
ろ
う
か
？

こ
の
言
葉
を
胸
に
、「
ふ
る
さ
と
・

文
化
・
環
境
・
施
設
」、
少
人
数
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
り
地
道
に
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

大
先
輩
た
ち
が
我
々
に
「
集
会
所

（
自
治
会
館
）」
を
残
し
て
く
だ
さ
っ

た
よ
う
に
。

私
た
ち
の
住
む
富
士
見
町
会
は
、

春
日
部
駅
に
隣
接
し
、
東
武
鉄
道
の

線
路
を
挟
ん
で
３
６
０
世
帯
を
有
す

る
大
変
便
利
な
所
で
す
。
組
織
と
し

て
は
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
そ

の
他
各
専
門
部
で
役
員
を
構
成
し
、

行
事
、
課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

町
会
に
は
、
秋
葉
神
社
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
駅
西
口
の
あ
の
見
事

な
大
銀
杏
、
夫
婦
松
の
所
に
あ
り
ま

し
た
が
、
昭
和
45
年
区
画
整
理
に
よ

り
現
在
の
地
下
道
の
傍
ら
に
移
築
さ

れ
ま
し
た
。
春
と
秋
に
例
大
祭
、
元

旦
祭
が
あ
り
、
火
防
神
と
し
て
遠
く

の
ほ
う
か
ら
も
参
拝
者
が
訪
れ
ま

す
。
境
内
の
桜
が
咲
く
春
（
４
月
第

２
日
曜
日
）
に
は
舞
台
を
作
り
、
演

芸
奉
納
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
秋
（
12

月
第
２
日
曜
日
）
に
は
、
五
穀
豊
穣
を

感
謝
し
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
町
内
餅
つ
き

大
会
も
第
２
回
目
と
な
り
、
12
月
中

ご
ろ
秋
葉
神
社
境
内
に
て
盛
大
に
行

わ
れ
、
町
会
の
人
に
限
ら
ず
飛
び
入

り
で
つ
い
て
も
ら
っ
た
り
、
お
餅
の

販
売
な
ど
、
ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン
に
行
く

お
客
さ
ん
も
立
ち
寄
り
大
変
喜
ば

れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
祭
り
に
は
皆
様
方
の
ご

協
力
の
も
と
、
御
輿
パ
レ
ー
ド
に
も

参
加
、
体
育
祭
、
防
災
訓
練
、
ク
リ

ー
ン
デ
ー
、
旅
行
、
新
年
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
鉄
道
高
架
事
業
、

ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
建
設
な
ど
が

行
わ
れ
る
地
域
で
、
完
成
の
暁
に
は

見
違
え
る
よ
う
な
街
に
変
ぼ
う
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
す
ま

す
親
睦
を
深
め
、
町
会
の
発
展
の
た

め
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
自
治
会
は
、
東
武
野
田
線
藤
の

牛
島
駅
よ
り
北
西
８
０
０
メ
ー
ト
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春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 Ω

ル
、
牛
島
球
場
南
西
側
に
位
置
し
、

西
は
大
落
古
利
根
川
、
東
は
県
道
春

日
部
松
伏
線
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
あ

り
、
１
２
５
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
「
牛

島
の
フ
ジ
」
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

豊
か
な
地
区
内
に
は
、
女
体
神
社
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ

よ
風
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
自
治
会
は
、
全
世
帯
を
６
組
に

編
成
し
、
自
治
会
長
、
副
会
長
、
会

計
、
監
査
、
組
長
を
中
心
に
、
体
育

振
興
、
ク
リ
ー
ン
推
進
、
保
健
、
民

生
の
各
委
員
と
子
ど
も
会
、
見
守
り

隊
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

年
度
事
業
と
し
て
、
総
会
、
役
員

会
の
開
催
、
春
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、

防
災
訓
練
、
幸
松
地
区
体
育
祭
へ
の

参
加
、
牛
島
地
区
文
化
の
集
い
、
古

利
根
川
清
掃
な
ど
を
実
施
し
、
会
員

の
ご
理
解
ご
協
力
を
得
な
が
ら
積
極

的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
は
災
害
に
よ
る
緊
急
時
に

備
え
、
自
主
防
災
組
織
の
再
編
（
本

部
、
情
報
連
絡
、
防
災
消
化
、
救
出

救
護
、
避
難
誘
導
、
給
食
給
水
の
６

班
）を
行
い
、
全
世
帯
会
員
が
班
に
属

し
、
班
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
組
長
を

中
心
に
、
不
時
の
際
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
組
織
い
た
し
ま
し
た
。

見
守
り
隊
は
３
年
前
よ
り
牛
島
小

学
校
と
連
携
し
、
児
童
下
校
時
に
合

わ
せ
、
22
名
の
隊
員
を
３
〜
４
名
の

シ
フ
ト
制
と
し
、
立
哨
パ
ト
ロ
ー
ル
、

声
か
け
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
る
と
と
も
に
防
犯
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風
と
は
、
広

報
、
回
覧
を
通
じ
、
会
員
と
し
て
自

治
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
よ
風
が
行
う
防
災
訓
練
や
納

涼
祭
へ
の
地
域
の
お
年
寄
り
の
参
加

に
よ
り
、
施
設
と
の
絆
も
深
ま
り
ま

し
た
。

今
後
も
役
員
、
会
員
が
共
助
し
、

地
域
に
お
け
る
連
帯
を
深
め
、
心
の

通
っ
た
住
み
良
い
環
境
の
向
上
に
役

立
て
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ガ
ー
デ
ン
タ
ウ
ン
南
桜
井
は
、
南

桜
井
駅
北
口
よ
り
７
、
８
分
の
所
に

位
置
す
る
連
棟
式
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

で
す
。

昨
今
の
住
宅
事
情
な
ど
に
よ
り
周

囲
の
様
子
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
ガ
ー
デ
ン
タ
ウ
ン
内

は
30
年
前
と
変
わ
ら
ず
緑
が
多
く
残

っ
て
お
り
、
大
き
な
桜
の
木
を
始
め
、

四
季
お
り
お
り
の
花
木
が
住
民
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
ど
も
ガ
ー
デ
ン
タ
ウ
ン

の
自
治
会
は
、
会
長
を
含
め
役
員
９

名
、
衛
生
厚
生
文
化
委
員
９
名
か
ら

な
り
、
83
世
帯
の
運
営
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

主
な
年
間
事
業
と
し
て
は
、
毎
月

第
１
日
曜
日
の
全
戸
参
加
の
除
草
、

清
掃
活
動
、
年
２
回
か
ら
３
回
の
樹

木
の
消
毒
作
業
、
床
下
の
消
毒
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
、
防
災
訓
練
、
集
会

所
の
管
理
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
参
加
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
行
事
と
し
て
、
前
年
度
に
引

き
続
き
10
月
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
12
月
に
餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
毎
月
の
例
会
、
卓

球
の
練
習
、
手
芸
の
会
と
い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
活
動
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ー
デ
ン
タ
ウ

ン
南
桜
井
で
は
共
有
部
分
の
管
理
運

営
を
行
う
管
理
組
合
が
外
観
、
環
境

保
持
の
た
め
自
治
会
と
と
も
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
住
民
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。
安
心
・
安
全
で
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

大
場
中
央
自
治
会
は
、
平
成
15
年

４
月
、
旧
大
場
自
治
会
（
１
５
０
０

世
帯
）
が
３
つ
の
自
治
会
に
分
割
編

成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
央
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
大
場
中
央
自
治
会
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
武
里
駅
西
口
か

ら
徒
歩
10
分
程
度
の
所
で
、
武
里
団

地
の
西
側
に
な
り
ま
す
。
商
店
街
・

教
育
施
設
・
医
療
機
関
な
ど
が
整
備

さ
れ
た
住
環
境
は
、
比
較
的
良
い
地

域
で
す
。
ま
た
、
地
域
内
に
は
村
社

大
場
香
取
神
社
が
鎮
座
し
、
氏
子
の

方
々
の
ご
協
力
で
境
内
を
お
借
り
し

て
、
自
治
会
の
諸
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
世
帯
数
は
５
２
５
世

帯
６
町
会
34
班
で
構
成
さ
れ
、
執
行

部
９
名
と
町
会
長
、
班
長
さ
ん
合
わ

せ
て
49
名
の
役
員
で
運
営
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

地
域
活
動
は
、
共
助
の
精
神
を
モ

ッ
ト
ー
に
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
設
立
と
同

時
に
自
主
防
災
、
自
主
防
犯
組
織
を

立
ち
上
げ
、
以
来
、
下
校
児
童
の
見

守
り
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
間
の
地
域

パ
ト
ロ
ー
ル
、
加
え
て
平
成
19
年
４

月
春
日
部
警
察
署
の
ご
指
導
の
も

と
、
い
わ
ゆ
る
青
色
回
転
灯
装
着
車

両
の
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
と
し
て
認

可
、
春
日
部
市
内
の
第
１
号
と
な
り

ま
し
た
。
毎
週
月
・
水
・
金
に
大
場

地
区
全
域
を
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

遊水地の清掃作業

防犯大会市内パレード出発式

会　長

坂村順子

ガ
ー
デ
ン
タ
ウ
ン
自
治
会

会　長

佐々木輝夫

大
場
中
央
自
治
会

そよ風との防災訓練
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そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
出
動
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
ふ
れ
あ
い
事
業
と
し
て

は
、
昨
年
で
第
４
回
の
餅
つ
き
大
会
、

第
２
回
の
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

通
し
て
「
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
は
、

ど
こ
で
す
か
〜
私
の
ふ
る
さ
と
武

里
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し

て
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。私

た
ち
の
金
崎
区
は
、
市
の
東
部

地
域
に
位
置
し
、
旧
庄
和
町
と
旧
春

日
部
市
が
合
併
す
る
前
は
文
字
通
り

庄
和
町
の
中
心
地
帯
で
あ
り
ま
し

た
。
町
役
場
は
も
と
よ
り
体
育
館
・

消
防
署
・
市
民
憩
い
の
広
場
で
あ
る

総
合
公
園
が
あ
り
、
そ
の
他
、
郵
便

局
・
高
校
・
駐
在
所
な
ど
の
公
共
施

設
が
存
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
合
併

後
も
役
場
が
総
合
支
所
に
変
わ
っ
た

だ
け
で
、
な
ん
の
変
化
も
な
く
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
民
間
施
設
で

は
、
病
院
や
介
護
施
設
が
あ
り
、
ま

た
、
国
道
16
号
が
南
部
寄
り
で
す
が

東
西
に
通
過
し
て
お
り
、
生
活
環
境

は
大
変
恵
ま
れ
た
地
区
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
金
崎
区
は
世
帯
数
２
９
７

世
帯
で
、
組
は
15
組
で
構
成
さ
れ
、

区
の
運
営
は
区
長
・
区
長
代
理
・
会

計
・
庶
務
会
計
・
評
議
員
・
監
事
が

お
り
、
月
１
回
の
執
行
部
会
議
と
必

要
に
応
じ
て
評
議
委
員
会
を
開
き
運

営
を
し
て
お
り
ま
す
。
区
の
事
業
・

行
事
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
主

た
る
事
業
は
営
農
環
境
を
改
善
す
べ

く
農
業
用
水
路
の
改
修
工
事
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
こ
の
関
連
で
毎
年
春

の
用
・
排
水
路
の
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

作
業
・
年

３
回
の
雑
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
４
地
区
で
の
合
同
防
災

訓
練
、
地
区
主
催
の
体
育
祭
に
参
加

し
、
体
育
祭
で
は
ほ
と
ん
ど
の
種
目

に
出
場
し
、
そ
れ
な
り
の
成
績
を
納

め
ま
し
た
。
そ
の
他
、
春
の
ク
リ
ー

ン
デ
ー
・
３
世
代
交
流
事
業
・
花
い

っ
ぱ
い
運
動
・
夏
祭
り
・
江
戸
川
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
・
日
帰
り
旅
行
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て

み
る
と
区
独
自
の
行
事
が
少
な
い
の

で
、
地
区
の
皆
様
よ
り
ご
希
望
・
ご

意
見
を
い
た
だ
き
改
善
す
べ
き
で
は

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
椚
区
は
、
市
北
東
部
に

位
置
し
て
お
り
、
東
方
約
１
キ
ロ
に

は
江
戸
川
の
流
れ
が
埼
玉
と
千
葉
と

の
県
境
を
成
し
て
お
り
ま
す
。
江
戸

川
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た
肥ひ

沃よ
く

な
水

田
地
帯
に
家
々
が
点
在
し
、
昔
な
が

ら
の
屋
敷
林
の
面
影
も
残
し
て
い
ま

す
。
稲
作
中
心
に
、
野
菜
・
花
の
栽

培
・
畜
産
を
営
む
農
家
が
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
兼
業
農
家
と
非
農
家
で

す
。
各
世
帯
で
も
親
か
ら
子
へ
と
世

代
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
生
活
様
式

の
変
化
と
と
も
に
現
代
的
な
住
宅
が

農
村
の
風
景
に
溶
け
込
も
う
と
し
て

い
ま
す
。

区
は
81
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
区

長
・
副
区
長
・
会
計
と
４
地
区
代
表

２
名
づ
つ
の
正
副
評
議
員
に
よ
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
区
で
は
春
の
ク

リ
ー
ン
デ
ー
・
資
源
回
収
・
庄
和
地

区
体
育
祭
・
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
体
育
祭
終
了
後
に
椚
農
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
る
反
省
会

を
兼
ね
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
は
、

老
若
男
女
・
家
族
同
士
が
多
数
参
加

し
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
椚
百
一

会
・
椚
は
な
ま
る
会
（
旧
愛
育
班
）・

椚
友
和
会
（
旧
自
警
団
）
の
皆
様
に

特
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。20

年
度
よ
り
「
椚
の
環
境
を
守
る

会
」
を
設
立
し
、
富
多
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

小
学
校
前
に
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
い

て
秋
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
ら
ぎ

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
安
心
の
地
域
づ
く
り
に
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
員
視
察
研
修
会
報
告�

去
る
平
成
20
年
11
月
13
日
・
14
日
、
災

害
時
の
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
と
行
動

調
査
に
つ
い
て
、
先
進
地
で
あ
る
新
潟
県

小
千
谷
市
と
柏
崎
市
を
視
察
い
た
し
ま
し

た
。
小
千
谷
市
で
は
、
平
成
16
年
の
中
越

大
震
災
を
契
機
に
、「
災
害
時
の
要
援
護

者
避
難
支
援
制
度
」
を
平
成
20
年
４
月
か

ら
開
始
し
、
市
と
自
治
会
を
は
じ
め
各
地

域
の
組
織
・
団
体
が
連
携
す
る
避
難
支
援

体
制
を
確
立
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

柏
崎
市
で
は
、
平
成
19
年
の
中
越
沖
地
震

に
お
け
る
市
民
や
自
治
会
の
初
動
対
応
調

査
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
震
に
備
え
る

自
主
防
災
活
動
状
況
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
に
大
い
に

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
の
確

保
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
多
用
途
利
用
・
罹

災
証
明
に
必
要
な
現
場
保
存
な
ど
、
震
災

時
の
貴
重
な
体
験
談
も
お
聞
き
し
、
災
害

時
に
皆
で
協
力
し
助
け
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
個
人
の

力
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
自
主

防
災
を
念
頭
に
、
地
域
全
員
で
協
力
し
助

け
合
う
自
治
会
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

富多小学校前のコスモス

3 世 代 交 流 事 業

区　長

岩本晴夫

金
崎
区

区　長

飯塚俊雄

椚
　
区
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●武里地区自治会連合会（39自治会）�

（平成21年2月1日現在）�＊連合会名簿順�

備 後 下 自 治 会 �

備後東六丁目地区自治会�

正 善 第 一自治 会 �

正 善 第 二自治 会 �

備 後 田 島自治 会 �

備 後 上 地 区 �

備 後 西 川自治 会 �

備 後 宮 田自治 会 �

備 後 同 友自治 会 �

備後朝日ヶ丘自治会�

備後須賀第一自治会�

備後須賀第２町会�

備後須賀第三自治会�

備後須賀第四自治会�

備後須賀第５自治会�

東 急 武 里自治 会 �

一ノ割本田第一自治会�

一ノ割本田第二自治会�

一ノ割本田第三自治会�

一ノ割根耕地自治会     �

小 林 　 勲 �

関 口 守 弘 �

永 山 雅 通 �

上 原 十 九 三 �

鈴 木 新 吉 �

押 田 利 男 �

秋 山 一 夫 �

堀 内 文 則 �

佐 久 間 　 勝 �

山 口 忠 三 �

松 井 正 行 �

久 保 谷 哲 夫 �

石 川 　 敬 �

野 村 幸 男 �

横 山 敏 美 �

清 田 せ い �

近 藤 　 繁 �

千 葉 惟 精 �

大 熊 　 宏 �

大 熊 文 男 �

一ノ割新田・大沼自治会�

薄 谷 自 治 会 �

武里中野地区自治会

白 百 合 自 治 会 �

武里みどり住宅地自治会�

増田新田地区自治会�

大 場 駅 西自治 会 �

大 場 中 央自治 会 �

大 場 新 田自治 会 �

大 場 谷 中自治 会 �

大 場 東 口自治 会 �

大 畑 自 治 会 �

大 枝 地 区自治 会 �

大 枝 南 自 治 会 �

シティプラザ自治会�

大枝池の端自治会�

大 枝 東 自 治 会 �

千間一丁目自治会�

５街 区 地 区 町 会 �

金 重 一 夫 �

中 村 孝 吉 �

町 田 文 男 �

大 ì 　 栄 �

鬼 丸 　 博 �

関 根 照 雄 �

山 崎 　 清 �

佐 々 木 輝 夫 �

飯 田 　 力 �

鈴 木 　 晃 �

内 田 善 健 �

海 老 原 武 士 �

駒 ì 幸 男 �

藤 林 一 之 �

平 井 久 雄 �

水 野 友 晴 �

庄 野 　 豊 �

前 原 　 晃 �

松 井 和 夫 �
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［敬称略］�

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 ø

今回は武里地区の歴史について紹介したいと思いま
す。明治時代の初期、旧春日部市内には34の小さな村
があったそうです。そのうち武里地区は、備後村、一
ノ割村、中野村、薄谷村、大場村、大畑村、大枝村、
増田新田村の８つの村にわかれた静かな農村地帯が広
がっていたと聞いております。それが、明治維新後の
廃藩置県などの改革により明治22年４月にこれら８つ
の村が合併し、武里村が誕生しました。武里村の地名
は、「武蔵国の豊かな里」から名付けられたそうです。
その後、明治42年の大水害、大正12年の関東大震災、
また、昭和16年からの太平洋戦争や昭和22年の利根川
の堤防決壊による大水害を乗り越えながら、武里地区
は豊かな農村地帯として発展してきました。昭和29年
７月に春日部町、武里村、豊春村、幸松村、豊野村の
１町４村が合併し、春日部市が誕生しました。以来、
武里地区は交通の便にも恵まれ、首都圏のベッドタウ
ンとして急速に発展してまいりました。現在、武里地
区は人口５万人を数える大きな地区です。武里地区自
治会連合会は39自治会で構成し、15,078世帯が加入し
ております。私たち地区自治会連合会は、各自治会と連絡を密にして、地域住民の安心・安全のための防
災・防犯活動や福祉関係の各種募金活動にも積極的に協力しております。今後とも市と連絡を密にして、会
員数の増加をはかり、住みよいまちづくりを目指して活動してまいりますので、よろしくご指導をお願いし
ます。

武里地区自治会連合会 会長 久保谷　哲 夫

桜
の
咲
く
時
期
と
な
り
、
春
の
訪

れ
を
喜
ぶ
今
日
こ
の
ご
ろ
、
皆
様
い

か
が
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
は
世
界
金
融
危
機
に

よ
る
不
況
が
叫
ば
れ
、「
派
遣
切
り
」

が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
・
経
済

の
不
安
定
、
先
行
き
不
安
を
憂
う
社

会
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
身
近

な
地
域
社
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
件
が
発
生
し
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
助
け
合
い

の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で
す
。

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な
防

犯
・
防
災
・
環
境
・
福
祉
活
動
な
ど

は
、
地
域
の
力
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
共
に

助
け
合
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
自
治
会
活

動
へ
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

当
連
合
会
で
は
、
身
近
な
地
域
で
地
道
に
か
つ

顕
著
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
功
績
を
讃
え

る
た
め
、
地
域
貢
献
賞
を
創
設
し
、
去
る
平
成
21

年
２
月
14
日
に
表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
受
賞
者
の
お
名
前
を
掲
載
し
、
長

年
、
地
域
に
貢
献
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
地
域
活
動
に
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
き
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
貢
献
賞
表
彰
報
告

活
動
分
野�

公
共
生
活
・
生
活
安
全
・
環
境
美
化
・
社
会
福
祉
・�

自
然
と
文
化
財
保
護
へ
の
貢
献
活
動�

飯島正治  様�
岸　政崇  様�
飯窪　守  様　菱沼良夫  様　�
吉田正子  様�
中村清治  様�
小林照忠  様�
阿久津清  様�
清水喜三郎  様　清水　延  様�
佐藤光雄  様�
鈴木和美  様�
小橋一皓  様　渡辺富子  様�
汲田久子  様�
加藤作夫  様�
中澤美代子  様�
島村進之助  様�
渋谷　清  様�

川久保自治会 Ｓ・Ｓ川久保会会長�
栄 町 一 丁 目 町 会 �
栄 町 二 丁 目 町 会 �
備 後 須 賀 第 三 自 治 会 �
備 後 須 賀 第 ５ 自 治 会 �
大 場 新 田 自 治 会 �
５ 街 区 地 区 町 会 �
谷 原 三 丁 目 町 会 �
豊 町 西 地 区 �
花 積 西 自 治 会 �
新 方 袋 連 合 自 治 会 �
樋 篭 柳 原 地 区 �
赤 沼 自 治 会 �
本 田 上 自 治 会 �
新 川 島 自 治 会 �
西 金 野 井 東 区 �
＊連合会名簿順�


